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基調講演

11月 1日 火2日目

GAKUEN・
UNIVERSAL PASSPORT についての
ご質問や運用のご相談、追加導入のご検討
など、お悩み・課題をご相談いただけます。

定員制 定員制

3年ぶりに対面での情報交換会です！
ユーザ様同士の交流、情報交換の場として開催します。ぜひお気軽にご参加ください。

会場Program会場Program

「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」( 中央教育審議会　2018( 平成 30) 年 ) において、大学設置基準等の質保証システムの見直しが提言
されたことを受け、「新たな時代を見据えた質保証システムの改善・充実について」( 中央教育審議会　2022( 令和 4) 年 ) が公開された。この間に公
表された「教学マネジメント指針」(2020( 令和 2) 年 ) による大学での検討を促す契機と共に、大学を取り巻く変化は今まで以上のスピードで進んで
いる。いずれも、新しい社会に向けた学修者本位の大学教育の実現や社会に開かれた質保証の実現を目指したものと捉えることができる。
一方、我々はここ数年間コロナ禍の中での大学運営を強いられ、遠隔授業等を軸に様々な対応をおこなってきた。それにより、様々な課題が出現し
たと同時に、新しい時代に向けたヒントも得られたと考えている。同時に、教育DXの名の元、教育でのデジタル変革も期待されている。
こうした様々な背景の中で、これからの社会や学びはどうなっていくのか、学びの主体である学修者への道しるべをどのように示したらよいのか、
技術革新や学修者・社会からのニーズにある多様な学び方に対応するには、これからの大学の授業や環境はどうあるべきか等、解決すべき問題がある。
本講演では、ここ数年間での本学での取り組みを整理しながら、新しい時代に向かう大学での学びの姿について、皆さんと共に考えるきっかけにな
ることを期待している。

テーマ別に小人数でグループディスカッションを実施します。
先着順となっておりますので、お早目にお申込みください。また
事前アンケートの回答が必要です。

申込み詳細
・先着 3 校まで
・事前アンケートの回答が必要です

「コロナ禍の経験を活かしたこれからの学びについて考える」

※参加者様同士の交流場としてご用意しております（参加自由）。飲食のご提供はございませんので、あらかじめご了承ください。

入学前教育についての取組み事例や構想についてディスカッションを実施
いただきます。

テーマⅠ．入学前教育

デジタルを活用した教育支援や事務業務のDX化、DX人材の育成など、大
学DXについての現状・課題や取組み事例についてディスカッションを実
施いただきます。

テーマⅡ．学内DX推進

様々なシステムで蓄積されたデータをどのように分析しているか、分析後
のデータ活用の取組み事例についてディスカッションを実施いただきます。

テーマⅣ．データ活用

ポートフォリオ、LMS、出欠など学生支援に関わる部分を中心に、課題や
取組み事例についてディスカッションを実施いただきます。

テーマⅢ．学修支援


